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た意味合いだが、既存の概念に新たな考えをプラスして導入しようという提案は高く評価された。   
  本研究で示された内容はかなり壮大な計画であり、細部にまでデザインが行き届かなかった面はある
にしても、東京都心の未来に向けたグランドデザイン、及びそのコンセプトはとても斬新なものであり、
東京藝術大学の博士学位作品として高い評価を持つものとして認められた。 
